
1877年(明治10年) 5月  1日     博愛社設立 1887年(明治20年)12月20日

1887年(明治20年) 5月20日   　日本赤十字社に改称 日本赤十字社神奈川県支部設立 （当時は神奈川県委員部）

1952年(昭和27年) 8月14日   　日本赤十字社法制定
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人 派遣： 人

　　　（スイス、マレーシア） 受入： 人

億円 オンライン： 人
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(1）常備救護班 班 人 班 人

(2) 無線局 局 (2) 無線局 局

(3) 救護車両 台 (3) 救護車両 台

(4) 赤十字飛行隊（特殊奉仕団） 人 人

人 世帯

(6) 取扱義援金額 円 円

(7) 救援物資配分数（毛布・緊急ｾｯﾄ等） 個 173 個

人 人 人

人 人 人 人

人 人 人 人

人 人 人 人

人 人 人 人

人 人 人 人

人 人 人 人

校 人 万円

校 人

校 人

校 人

校 人

　 　 　 　

※一学年養成定員 　

日本赤十字社神奈川県支部現勢

令和8年4月1日現在

　日本赤十字社の使命 わたしたちは、

苦しんでいる人を救いたいという思いを結集し、 日本赤十字社スローガン　　　人間を救うのは、人間だ。

内容

１　沿革

２　名誉総裁・
　　名誉副総裁

名誉総裁 皇后陛下

名誉副総裁 秋篠宮皇嗣妃殿下

いかなる状況下でも、   　　　 

人間のいのちと健康、尊厳を守ります。

　1949年のジュネーブ四条約締結国　　　196カ国 世界の赤十字社・赤新月社等　　　191社

赤十字の基本原則　　　人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・世界性

常陸宮殿下・同妃華子殿下

三笠宮寬仁親王妃信子殿下

高円宮妃久子殿下

区分
日本赤十字社(全国） 神奈川県支部

５　代議員 223 人 6 人

2,774

４　評議員 2,004 人 72 人

３　会員
　　（令和8年3月31日現在）

個人 20.1 万人 個人 1万2,047

法人 7.9 万法人 法人

（神奈川県副知事）

筒井 義信　(非常勤) 上野　孝 （県商工会議所連合会会頭）

６　役員

社長    清家　篤　(常勤) 支部長 黒岩　祐治 （神奈川県知事）

副社長 鈴木　俊彦　(常勤) 副支部長 首藤　健治

監事 3 吉川　伸治 （地方独立行政法人　神奈川県立病院機構顧問）

理事 61 監査委員 小久保　篤 （元神奈川新聞厚生文化事業団専務理事・事務局長）

茂木　吉晴 （元公益財団法人神奈川産業振興センター理事長）

参与  本間　健志 （神奈川県福祉子どもみらい局長）

佐々木　純司 （相模原市健康福祉局長）

吉川　直友 （横浜市健康福祉局長）

鹿島　智 （川崎市健康福祉局長）

(2) 安否調査 0 カ国 0

７　国際活動

(1) 国際救援・開発要員派遣（令和7年度） 17 カ国 のべ 58 (1) 国際救援・開発要員等派遣

(2) 国際赤十字・赤新月社連盟出向 2 (3) 国際交流

(3) 国際活動費

0 カ国 0

0 カ国 0

0 カ国 0

８　国内災害救護

486 6,283 (1) 常備救護班 15 102

37.7 1 カ国 10

(4）海外救援金受付 353 906万0,191

3,014 135

2,227 72

62 (4) 赤十字防災セミナー 70回  2,126 

(5）国際救援・開発協力支出額 500

（ラオス、インドネシア、モンゴル）

11,963 (7) 配布援護物資（毛布・タオル・石鹸等の日用品）

(5) 災害等における救護員出動数 163 (5) 火災・風水害・床上浸水援護世帯 329

47億3,200万4,165 (6) 取扱義援金額 3,263万1,388

受講者 2,846

(2) 救急法 指導員 6,909 受講者 352,208

(1) 救急法基礎講習 指導員 10,963 受講者 37,398

(2) 救急法 指導員 348 受講者 15,227

3,141

(4) 雪上安全法 指導員 201 受講者 191 (4) 雪上安全法 指導員 9 受講者 0

(3) 水上安全法 指導員 1,487 受講者 51,942 (3) 水上安全法 指導員 115 受講者

2,979

計 指導員 23,657 受講者 561,693

(5) 健康生活支援講習 指導員 64 受講者 1,993

(6) 健康生活支援講習 指導員 1,731 受講者 49,386

10　看護師等の教育

(1) 看護師 15 1,105 (1) 県内赤十字病院における奨学金貸与事業への助成

(6) 幼児安全法 指導員 110 受講者

９　救急法等講習

(3) 保健師 6 174

(5) 幼児安全法 指導員 2,366 受講者 70,568

(1) 救急法基礎講習 

1,020

計 指導員 646 受講者 26,186

(2) 助産師 6 88

　

(4) 幹部看護師 1 120

(5) 介護福祉士 1 30



（ 床 ）

人 人 ）

人 人 ）

％

(2) 病床総数 床 （ 床 ）

人 人 ）

人 人 ）

％

（ 床 ）

人 人 ）

人 人 ）

％

人 人 ）

(1) 血液センター（神奈川県）

附属施設

(2)ブロック血液センター (2) 出張所（献血ルーム）

附属施設・分室

(3) 車両 台 6 台 24 台

(4) 献血者数 成分献血 (4) 献血者数 成分献血 人

400mL献血 400mL献血 人

200mL献血 200mL献血 人

人

(5) 供給本数 輸血用製剤 (5) 供給本数 赤血球製剤 本

血漿製剤 本

血小板製剤  本

本

団 人 団 人

団 人 団 人

団 人 団 人

人 人

団 人 団 人

校 人 園 人

校 人 校 人

校 人 校 人

校 人 校 人

校 人 校 人

校 人 校 人

校 人 校 人

人 校・園 人

8 ( 定員 人)

3 ( 定員 人)

1 ( 定員 人)

(4) 医療型障害児入所施設 3 ( 定員 人)

8 ( 定員 人)

(6) 障害者支援施設 1 ( 定員 人)

(7) 視聴覚障害者情報提供施設 1

(8) 補装具製作施設 1

(9)複合型施設 1

特別養護老人ホーム ( 定員 人)

介護老人保健施設 ( 定員 人)

高齢者グループホーム ( 定員 人)

障害者支援施設 ( 定員 人)

　

人 人

人 横浜市立みなと赤十字病院 人

人 秦野赤十字病院 人

人 相模原赤十字病院 人

人 神奈川県赤十字血液センター 人

人 神奈川県ライトセンター 人

人

 

(1) 一般会計(支出)　　 億 7 千万円 (1) 一般会計（支出）　

億 8 千万円 日本赤十字社神奈川県支部 円

(2) 医療施設特別会計(収益的支出) 億 9 千万円 (2) 医療施設特別会計（収益的支出）  

(3) 血液事業特別会計(収益的支出) 億 2 千万円 横浜市立みなと赤十字病院 円

(4) 社会福祉施設特別会計(支出) 億 4 千万円 円

億 3 千万円 円

(6) 退職年金資金特別会計 億 0 千万円 円

億 1 千万円 (3) 社会福祉施設特別会計（支出）

円

区分
日本赤十字社(全国） 神奈川県支部

内容

11　医療事業

(1) 施設　 病院 90 (1) 横浜市立みなと赤十字病院（※1） 624 床、実働

　　　　　　  老人保健施設 3 外来患者 277,149 （1日平均 1,145

624

               診療所 4 入院患者 185,125 （1日平均 507

(※1)平成17年4月1日から
 横浜市立みなと赤十字病院が
開院－横浜市が設置し、横浜
市の指定管理者として、日本赤
十字社が運営

　　　　　　  介護医療院 5 病床利用率 81.3

33,076 (2) 秦野赤十字病院 296 床、実働 230

(3) 入院患者 967 万人 (1日平均 2.6 万人） 入院患者 73,092

（1日平均 445

病床利用率 82.3

（1日平均 200

(4) 外来患者 1,523 万人 (1日平均 6.3 万人） 外来患者 107,745

(3) 相模原赤十字病院 132 床、実働 132

入院患者 35,112

外来患者 14,536 （1日平均

（1日平均 96

外来患者 79,891 （1日平均 299

59

計 351,296

1,752 万本 224,615

69,371

47 1

167 　　　　附属施設（湘南事業所） 1

57,310

(※2)平成22年4月1日から
 相模原市の指定管理者と し
て、相模原市立診療所(青野
原・千木良・藤野)を日本赤十字
社が運営。（平成22年3月31日
までは、3診療所は神奈川県
立）

(3) 車両 移動採血車 献血運搬車

157 万人 119,047

7 7

病床利用率 72.9

 診療所（青野原・千木良・藤野（※2））

4 （横浜駅東口､横浜駅西口第二、二俣川、川崎駅東口､溝の口､藤沢､海老名）

 移動採血車 271  献血運搬車 759 台

12　血液事業

(1) 血液センター 

計 500 万人 計 347,437

330 万人 216,760

13 万人 11,630

17,396

(2) 青年赤十字奉仕団 151 5,401 (2) 青年赤十字奉仕団 5 241
13　赤十字ボランティア
　　 （令和8年3月31日現在）

(1) 地域赤十字奉仕団 2,017 547,151 (1) 地域赤十字奉仕団 51

(3) 特殊赤十字奉仕団 595 26,092 (3) 特殊赤十字奉仕団

計 2,763 590,144 計 93 19,561

37

計 14,365 3,358,854 (7) その他

134

0

1,593

(4) 個人ボランティア 11,500 (4) 赤十字防災ボランティア 331

410

(2) 小学校 6,944 1,817,327 (2) 小学校 33 10,136

1,800 132,432 (1) 幼稚園・保育園 6

(3) 中学校 3,455 949,415 (3) 中学校

(5) 特別支援学校 250 25,802 (5) 中高一貫校 7 5,857

40 13,095

(4) 高等学校 1,739 390,142 (4) 高等学校 38 12,892

0

(6) その他 177 43,736 (6) 特別支援学校 10 1,686

15　社会福祉事業

(1) 乳児院 282

(2) 保育所  321

(3) 児童養護施設 40

指　導　者 276,329 計 44,076

284

14　青少年赤十字
　　 （令和8年3月31日現在）

(1) 幼稚園・保育所

(5) 特別養護老人ホーム(併設ｹｱﾊｳｽ20人を含む) 773

18

10

50

110

100

本社 1 561 日本赤十字社神奈川県支部 39

区分 施設数 職員数 　　　　　　　　　　　　　　　　 　

血液事業施設 225 5,743

社会福祉施設 27 1,201

医療施設 112 60,210 430

支部 47 695 1,359

（令和8年3月31日現在）

17　会計      

本社 171

支部 257 14億9,805万0,454

1兆1,741

16　施設・職員数 265

405

（令和7年度決算） 神奈川県ライトセンター 4億3,502万0,612

（令和7年度決算）

計 412 68,410 48

（正規職員のみ） 計 2,546

（特に断りのない統計数字等は、令和8年4月1日現在・令和7年度実績）

3 （小計） 354億7,027万0,171

(7) 損害補填資金特別会計 2

1,597 250億8,864万7,466

145 秦野赤十字病院 70億5,730万6,555

(5) 退職給与資金特別会計 312 相模原赤十字病院 33億2,431万6,150


